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???
1.科学技術トピックス
1.1ライフサイエンス分野
（1）生体高分子の研究に適した高速走査のできる原子間力
顕微鏡
（2）再生医療に用いられる新しい材料と技術
1.2情報通信分野
（1）量子コンピュータで因数分解､基礎実験に成功
1.3環境分野
(1)地球シミュレータにおける応用ソフトウェアのテストラン成果
1.4ナノテク・材料分野
(1)走査型熱顕微鏡の研究開発
1.5エネルギー分野
（1）鉛ビスマス冷却高速炉の研究動向
（2）核融合反応を保持できる電流ホールをJT-60で発見
1.6製造技術分野
（1）パルプ製造プロセスにおけるリグニンの選択的酸化触媒
1.7社会基盤分野
(1)「メガフロート情報基地｣の実海域実験が始まる
l.8フロンティア分野
（1）商用の高分解能画像衛星QuickBird
（2）火星で水素分子が確認される
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2.特集：第三の生命鎖糖鎖とポストゲノム解析
3.特集：次世代デバイスの研究開発動向
(IEEEIEDMより）
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2.特集：第三の生命鎖糖鎖とポストゲノム解析
2.1はじめに-------------------------------－－~~~~一~~一~~~~~~~－
2.2糖鎖とは---------------------~－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
2．3糖鎖の構造一--------------------~－－－－－－－－~~－－~一~－－－－
2.4我が国における糖鎖研究の現状--~~－－~~~~~~~－－~－－－－－－
2．5今後の糖鎖研究の展望一
2.6おわりに-----------------------------~~一~~~~一~~一~~一~一~~－
9
9
9
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一10
-11
--------------一一一一一12
T 欝噌＋
． 熱
特集：次世代デバイスの研究開発動向 (IEEEIEDMより）3
3‘
3‘
3
3
3‘
3
｜｜?????????｜｜??????????
?????
???????? ? ????????????
N識
T露灘
科学技術動向研究センターのご紹介一一一一------ -－－－－19
S;"i;
蕊
???、?，?? ‐ ??、???、。‐???‐
蕊
蕊
S〔Pだ"“&たch"0〃釘ﾉ刀g"伽
科学技術動向
2002年1月号〃池J""2002(7V0．Jの
Sc/e"ce&7bch"o/ogy乃e"ds〃""α〃2002
今月号の概要
1．科学技術トピックス
1.1ライフサイエンス分野
(1)生体高分子の研究に適した高速走査のできる原子間力顕微鏡
原子間力顕微鏡は､試料表面の凹凸の情報を得る装置であり､表面の高さ方向の情報が高分解
能(最高0.01nm程度)で得られる｡原子間力顕微鏡は水中でも使用可能なため、当初から生物試
料への広範な応用が期待されてきた｡しかし、1回の走査に要する時間が非常に長い(一画像を得
るのに分のオーダーの時間がかかる)などの理由で応用範囲は限られ、当初の期待通りの成果が
得られているとは言いがたい状況が続いていた。
金沢大学理学部の安藤敏夫氏らは、原子間力顕微鏡にさまざまな工夫を加えることにより、
240nm四方(100×100ピクセル)なら､毎秒12.5フレー ムという高速走査を実現した｡アクチンフィラ
メント上を｢歩行｣するように動くと信じられているミオシン-V単独での動画像を得ることに成功した。
(2)再生医療に用いられる新しい材料と技術
東京女子医科大学の清水達也氏らの報告では､温度変化だけで細胞の接着･脱着を制御できる
温度応答性培養皿を用いて培養した細胞をシート状に回収し､積層させることによる三次元組織構
造の再構築を試みている。
新しく開発した温度応答性培養Ⅱは温度応答性のポリ(N-イソプロピルアクリルアミド)で表面修
飾されており､37℃では細胞接着性(疎水性)であるが､32℃以下では細胞非接着性(親水性)とな
る｡したがって､低温処理により､タンパク分解酵素を用いて培養細胞を損傷させることなく、高度な
細胞分化機能を維持したまま細胞をシート状に回収できる。
1.2情報通信分野
(1)量子コンピュータで因数分解､基礎実験に成功
MITとIBMの研究グループが､現在のコンピュータと全く異なる原理で動作する量子コンピュータ
により因数分解を行う基礎実験に成功し､英科学誌｢ネイチヤー｣に発表した。
量子コンピュータは､現在のコンピュータでは膨大な時間がかかるため、実質的に計算が不可能
な数百桁の因数分解を､実用的な時間内に解ける可能性が理論的に示されている｡今回の実験の
成功は､その実現の第一歩として非常に画期的なものであると考えられる。
1.3環境分野
(1)地球シミュレー タにおける応用ソフトウェアのテストラン成果
宇宙開発事業団、日本原子力研究所および海洋科学技術センターが共同で設置したプロジェク
トチームである地球シミュレータ研究開発センターは､本年3月からの本格稼動を目指して地球シミ
ュレータの調整を進めている｡性能評価のための海洋大循環シミュレーションプログラムを用いたテ
ストランでは､従来のスーパーコンピュータに比べ概ね数百分の1程度の計算時間で､太陽からの
熱や海面の風などの条件を基に､海水の水温･塩分濃度･流速などを極めて精度良く予測できるこ
とが確認された。
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